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社会人・本学大学院生用

平成２６年度 岡山大学副専攻コース（日本語教育コース）
科目等履修生出願要項

【教養教育科目科目等履修生出願要項】

平成２６年度副専攻コース（日本語教育コース）新規科目等履修生について

※現在，副専攻コース（日本語教育コース）の科目等履修生の方で，プログラム未修了
のため，在学期間を延長される方は，５ペ－ジの期間延長の手続きを参照してくださ
い。

１ 受入人員
日本語教育コース ５人程度

２ 出願資格
次の各号のいずれかに該当する者とします。
(1) 大学を卒業した者又は平成２６年３月卒業見込みの者

（ただし，日本語を母語としない者の場合は，日本語能力試験１級又はN１の
資格を有する者）

(2) 本学において前号と同等以上の学力があると認めた者
（ただし，日本語を母語としない者の場合は，日本語能力試験１級又はN１の

資格を有する者）

３ 出願前の予備審査
前記２（出願資格）の(1)又は(2)に該当する者（ただし，出願資格(2)に該当する者に

ついては，本学において出願資格を審査し，出願資格を認めた者に限る。）を対象として，
出願前に予備審査（書類審査）を行いますので，下記の書類を，平成２６年１月８日（水）
～平成２６年１月１６日（木）（必着）までに，４(3)の提出先まで提出してください。
ただし，土・日・祝日を除きます。

(1) 申請書類
① 予備審査願（兼出願資格認定審査願）（別紙様式１）
② 志望理由書（別紙様式２）
③ 審査結果送付用封筒（長形３号（定形）封筒に本人のあて先を記入し，切手８

０円分貼付）
④ 前記２（出願資格）の(1)又は(2)のただし書きに該当する者は，日本語能力試

験１級又はN１の認定結果及び成績に関する証明書
⑤ その他本学が必要と認める書類

(2) 前記２（出願資格）の(2)に該当する者は，上記書類のほか，出願資格を審査す
るため，下記の書類を併せて提出してください。
① 最終学校の卒業（修了）証明書及び成績証明書
② 最終学校卒業（修了）後の活動内容（別紙様式３）
③ その他本学が必要と認める書類

(3) 審査の方法
出願前の予備審査及び出願資格の審査は，いずれも書類審査により行います。必

要に応じて，追加の情報や書類の提出を求めることがあります。

(4) 審査の結果
① 審査結果は，平成２６年１月３１日（金）（予定）に，郵送により本人あてに通

知します。
② 合格者は，下記４の出願手続を行ってください。

４ 出願手続
（1）出願期間

平成２６年２月３日（月）から平成２６年２月１３日（木）まで
ただし，土・日・祝日を除きます。

（2）出願書類等
【社会人】
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① 入学願書（別紙様式４ー１に写真貼付）
② 出身大学の卒業証明書又は見込証明書（本学出身者は不要）
③ 出身大学の成績証明書（本学出身者は不要）
④ 在学又は在職中の者は，学校長又は所属長の承諾書（別紙様式５）
⑤ 検定料 ９，８００円（予定額）
⑥ 返信用封筒（長形３号（定形）封筒に本人のあて先を記入し，切手８０円分貼

付）
なお，前記２（出願資格）の(2)に該当する者については，上記の出願書類等

のうち，②～③の書類は不要です。

【検定料の納入について】

次のいずれかに該当する者は，検定料の納入は不要です。

１．平成２６年３月において本学の科目等履修生として在学している者

２．併せて，学部の科目等履修生にも出願する者のうち，既に学部に出願済みの者

添付書類

① 上記１に該当する者は，在籍証明書を入学願書に添付してください。

② 上記２に該当する者は，科目等履修生在籍（予定）確認書 又は 検定料領収書（写）

を入学願書に添付してください。

【本学大学院生】
① 入学願書（別紙様式４ー２）
② 在学証明書又は入学予定の研究科が交付する入学予定証明書
③ 返信用封筒（長形３号（定形）封筒に本人のあて先を記入し，切手８０円分貼

付）

（3）提出先
学務部学務企画課学務企画グループ（一般教育棟Ａ棟２階）
〒700-8530 岡山市北区津島中二丁目１番１号 ℡（086）251-8423 , 8426
受付時間 ８：３０～１７：００（土日祝日は除く）

５ 合否の通知
合否の通知は，郵送により本人あてに通知します。

６ 入学手続
【社会人】

（1）入学手続期間
平成２６年３月１９日（水）及び平成２６年３月２０日（木）

※ 上記の入学手続期間内に入学手続を完了しなかった場合は，入学を辞退したものと
して取り扱います。

（2）入学手続時に必要な書類等
① 保証書（本学所定用紙）
② 学生証用写真 １枚
※ 写真は，カラー光沢つやあり仕上げ縁なしで，最近６月以内に正面向，上半身，

無帽で撮影した「縦３㎝×横２．４㎝」のものとし，裏面に氏名を記入のこと。
③ 入学料 ２８，２００円（予定額）

【入学料の納入について】

次のいずれかに該当する者は，入学料の納入は不要です。

１．平成２６年３月において本学の科目等履修生として在学している者

２．併せて，学部の科目等履修生にも出願する者のうち，既に学部において入学手続を完

了した者

添付書類

上記２に該当する者は，科目等履修生在籍（予定）確認書 又は 入学料領収書（写）を

入学願書に添付してください。

（3）入学手続場所
入学手続場所は，上記４(3)のとおりです。

【本学大学院生】
入学手続については，必要ありません。
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７ 授業料
【社会人】
１単位当たり １４，８００円（予定額）
※ 別途お知らせする所定の期間内に納入してください。なお，最終納入期限までに

納入しない場合は，除籍になりますのでご注意願います。

【本学大学院生】
授業料については，必要ありません。

８ 履修方法等
このプログラムは，２年間を標準の修業期間として設定しています。なお，都合によ

り，２年を超えての履修も可能です。
科目等履修生の在学期間については１年で，入学を許可された年度内となります。

このため，プログラム修了までは，在学期間を年度ごとに延長（更新）する必要があ
ります。

平成２７年度の期間延長については，平成２７年度出願要項を参照願います。
平成２７年度出願要項は，平成２６年１２月下旬頃に交付できますので，その時期に

上記４(3)の担当へ，お問い合わせ願います。

注： 都合により，継続した履修ができない場合は，改めて，新規に入学していただ
くことになります。この場合は，検定料，入学料を改めて納めていただくことに
なります。

《例》 １年目：科目等履修生 → ２年目科目等履修生 （継続扱い）
１年目：科目等履修生 → ３年目科目等履修生 （新規扱い）

(1) 修了の要件
日本語教育コースの修了には，必修科目１２単位，選択科目１４単位の合計２６

単位を修得する必要があります。
必修科目 日本語学概論 ２単位

日本語教育学概論 ２単位
日本語教育とコンピュータ ２単位

※ 日本語初級指導法 ２単位
※ 日本語技能別指導法 ２単位
※ 日本語教育演習 ２単位

必修科目合計 １２単位
（注） ※印の科目は，「日本語学概論」「日本語教育学概論」を修得した後でなければ，

履修できません。

選択科目 日本語教育能力検定試験の関連科目から選択 １２単位
教養教育科目として開設する全ての外国語科目から ２単位

選択科目合計 １４単位
総合計 ２６単位

(2) 履修の順序等は，別冊子「履修案内・授業時間帯表」に基づき，自身のご都合等
を勘案し，当該年度に履修する授業科目を決定してください。

なお，各授業科目の開講曜日・時限，選択科目（日本語教育能力検定試験の関連
科目）は，年度ごとに変更する場合がありますので，注意してください。

(3) 平成２６年度に履修する授業科目が決定したら，履修する授業科目について，「科
目等履修生入学願書」に記入してください。

９ 後期開講科目の履修科目の変更について
履修を許可された後期開講の授業科目について，勤務の都合等により変更（取り止め，

追加，変更）が生じた場合は，下記の期間に変更の手続きを行ってください。
この期間を過ぎての変更はできません。この場合，当初許可された授業科目に相当す

る授業料をお支払いいただくことになりますので，注意してください。

（1）後期開講科目の履修科目変更手続期間
平成２６年７月１５日（火）から平成２６年７月３１日（木）
ただし，土・日・祝日を除きます。

（2）履修科目変更手続時に必要な書類等
① 履修科目変更願書（別紙様式７－１又は７－２）
② 返信用封筒（長形３号（定形）封筒に本人のあて先を記入し，切手８０円分貼

付）※郵便料金が改定された場合は，改定後の料金分を貼付けください。
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（3）履修科目変更手続場所
履修科目変更手続場所は，２ページの４(3)のとおりです。

１０ その他
（1）出願書類等の記載内容に虚偽の記載があった場合は，入学後においても入学が取

り消されることがありますので，注意してください。
（2）出願書類等及び記載されている個人情報は，入学者選考に係る業務にのみ使用し

ます。
ただし，入学者については，入学願書に記載された氏名，性別，生年月日，現住

所，出身学校等の個人情報を，本学学務システムの学生基本情報への登録データと
しても利用します。

（3）出願書類に不備があるものは受理しません。
（4）本学に提出された書類及び既納の検定料並びに入学料は，いかなる理由があって

も返還しません。
(5) 本学大学院学生にあっては，検定料，入学料及び授業料の納入は不要です。
(6) 他の学部等へも科目等履修生として同時に出願する場合，同一の曜日・時限に

重複して出願することはできません。
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平成２６年度副専攻コース（日本語教育コース）科目等履修生の期間延長について

現在，副専攻コース（日本語教育コース）の科目等履修生の方で，プログラム未修了の
ため，在学期間を延長される方は，次の期間延長の手続きを行ってください。

１ 期間延長手続
（1）期間延長手続期間

平成２６年２月３日（月）から平成２６年２月１３日（木）まで
ただし，土・日・祝日を除きます。

（2）期間延長書類等
【社会人】
① 期間延長願書（別紙様式６ー１に写真貼付）
② 在学又は在職中の者は，学校長又は所属長の承諾書（別紙様式５）
③ 返信用封筒（長形３号（定形）封筒に本人のあて先を記入し，切手８０円分貼

付）

【本学大学院生】
① 期間延長願書（別紙様式６ー２）
② 返信用封筒（長形３号（定形）封筒に本人のあて先を記入し，切手８０円分貼

付）

（3）提出先
学務部学務企画課学務企画グループ（一般教育棟Ａ棟２階）
〒700-8530 岡山市北区津島中二丁目１番１号 ℡（086）251-8423 , 8426
受付時間 ８：３０～１７：００（土日祝日は除く）

２ 合否の通知
合否の通知は，郵送により本人あてに通知します。

３ 授業料
【社会人】
１単位当たり １４，８００円（予定額）
※ 別途お知らせする所定の期間内に納入してください。なお，最終納入期限までに

納入しない場合は，除籍になりますのでご注意願います。

【本学大学院生】
授業料については，必要ありません。

４ 後期開講科目の履修科目の変更について
履修を許可された後期開講の授業科目について，勤務の都合等により変更（取り止め，

追加，変更）が生じた場合は，下記の期間に変更の手続きを行ってください。
この期間を過ぎての変更は受け付けできません。この場合，当初許可された授業科目

に相当する授業料をお支払いいただくことになりますので，注意してください。

（1）後期開講科目の履修科目変更手続期間
平成２６年７月１５日（火）から平成２６年７月３１日（木）
ただし，土・日・祝日を除きます。

（2）履修科目変更手続時に必要な書類等
① 履修科目変更願書（別紙様式７－１又は７－２）
② 返信用封筒（長形３号（定形）封筒に本人のあて先を記入し，切手８０円分貼

付）※郵便料金が改定された場合は，改定後の料金分を貼付けください。

（3）履修科目変更手続場所
履修科目変更手続場所は，上記１期間延長手続の(3)のとおりです。

５ その他
（1）期間延長書類等の記載内容に虚偽の記載があった場合は，期間延長許可後におい

ても許可が取り消されることがありますので，注意してください。
（2）期間延長書類等及び記載されている個人情報は，期間延長許可に係る業務にのみ

使用します。
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（3）期間延長書類に不備があるものは受理しません。
（4）本学に提出された書類は，いかなる理由があっても返還しません。
（5）他の学部等へも科目等履修生として同時に出願する場合，同一の曜日・時限に

重複して出願することはできません。


